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【請求項１】
　気液接触器に使用されるノズルプレートであって、
　プレートと、
　前記プレートに形成された複数のノズルのアレイと、
　前記プレートに接続された安定化ユニットと
　を備え、
　前記安定化ユニットは、前記ノズルプレートから形成されたフラット液体ジェットの不
安定性を低減するノズルプレート。
【請求項２】
　前記安定化ユニットは、前記複数のノズルのアレイのうちの少なくとも１つのノズルを
少なくとも部分的に囲む供給流路、前記複数のノズルのアレイのうちの少なくとも１つの
ノズルに配されるメッシュおよび前記複数のノズルのアレイのうち少なくとも１つのノズ
ルの入口部分に配される分流器ユニットからなる群から選択される少なくとも１つを有す
る、
　請求項１に記載のノズルプレート。
【請求項３】
　前記安定化ユニットは、前記複数のノズルのアレイのうちの少なくとも１つのノズルを
少なくとも部分的に囲む供給流路、前記複数のノズルのアレイのうちの少なくとも１つの
ノズルに配されるメッシュおよび前記複数のノズルのアレイのうち少なくとも１つのノズ
ルの入口部分に配される分流器ユニットからなる群から選択される少なくとも２つを有す
る、
　請求項１または請求項２に記載のノズルプレート。
【請求項４】
　前記安定化ユニットは、前記複数のノズルのアレイのうちの少なくとも１つのノズルを
少なくとも部分的に囲む供給流路を有し、
　前記供給流路は、蜂の巣形状に形成された要素が複数相互接続された構造を有する、
　請求項１または請求項２に記載のノズルプレート。
【請求項５】
　液体入口と、
　ガス入口と、
　ガス出口と、
　請求項１または請求項２に記載のノズルプレートと、
　を備え、
　前記安定化ユニットは、前記液体入口から流出する液体のモーメントを変化させる、
　請求項１または請求項２に記載の気液接触装置。
【請求項６】
　気液接触器のノズルプレートから形成されるフラット液体ジェットの不安定性を低減す
るべく、エンハンサーを使用する方法であって、
　気液接触器から形成されるジェットの不安定性を低減するべく、エンハンサーを前記気
液接触器の流入ストリームに添加する段階と、
　それぞれが液体の平面シートを含み、実質的に平行な複数の面に配置される、基本的に
平面形状の複数の液体ジェットを形成する段階と、
　少なくとも１つの反応性又は可溶性の気相分子を含むガスを供給する段階と、
　前記気相分子と前記複数の液体ジェットとの間の物質移動相互作用によって、前記気相
分子を少なくとも一部を除去する段階と
　を備える方法。
【請求項７】
　前記エンハンサーは、前記複数の液体ジェットの、粘度、表面張力及び密度のうちの少
なくとも１つを増加又は低下させる、
　請求項６に記載の方法。
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【請求項８】
　前記エンハンサーは、分子量が１千６百万から１千８百万の範囲の、部分的に加水分解
された直鎖高分子ポリアクリルアミドを含むポリマーを含有する水溶液を含む、
　請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記エンハンサーは、塩基性の過酸化水素溶液、グリセロール溶液、エチレングリコー
ル溶液、ポリビニルアルコール溶液、キサンタンガム溶液、セルロースエーテル溶液、ポ
リプロピレングリコール溶液及びポリオキシアルキレン・アルキルエーテル溶液のうちの
少なくとも１つを含む、
　請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　気液接触器を使用して気相分子を処理する方法であって、
　複数のノズルのアレイからの滴の分布を含む、不安定な複数の液体ジェットを形成する
段階と、
　少なくとも１つの反応性又は可溶性の気相分子を含むガスを供給する段階と、
　前記気相分子と前記滴の分布との間の物質移動相互作用によって、前記気相分子を少な
くとも一部を除去する段階と
　を備える方法。
【請求項１１】
　前記不安定な複数の液体ジェットを形成する段階は、１３～７５ｐｓｉのプレナム圧で
動作することを含む、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記不安定な複数の液体ジェットのうちの少なくとも１つは、１５ｍ／秒よりも大きい
速度を有する、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記気相分子は、硫黄酸化物、窒素酸化物、二酸化炭素、アンモニア、酸性ガス、アミ
ン、ハロゲン、還元硫黄化合物、及び酸素のうちの少なくとも１つを含む、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　気液接触器を使用して気相分子を処理する方法であって、
　それぞれが液体の平面シートを含み、実質的に平行な複数の面に配置される基本的に平
面形状の複数の液体ジェットを、水性スラリーで形成する段階と、
　反応性気相分子又は可溶性気相分子を含むガスを供給する段階と、
　前記気相分子と前記複数の液体ジェットとの間の物質移動相互作用によって、前記気相
分子を少なくとも一部を除去する段階と
　を備える方法。
【請求項１５】
　前記水性スラリーは、０．２～３０重量％（ｗ／ｗ）の範囲の固形物濃度を有する、
　請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記水性スラリーは、１０～２５質量％（ｗ／ｗ）の範囲の固形物濃度を有する、
　請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　装置を使用して、少なくとも２つの流体を分離する方法であって、
　前記少なくとも２つの流体のうちの少なくとも１つの流体を、当該流体の蒸気分圧にま
で加熱する段階と、
　前記少なくとも２つの流体を使用して、基本的に平面形状の複数の液体ジェット形成す
ることにより、前記少なくとも２つの流体のうちの前記少なくとも１つの流体を、少なく



(4) JP 2012-504042 A5 2012.5.24

とも一部取り除く段階と
　を備え、
　前記複数の液体ジェットは、それぞれ、実質的に液体の平面シートを含み、実質的に平
行な複数の面に配置される方法。
【請求項１８】
　前記少なくとも２つの流体のうちの少なくとも１つの流体は、陽イオン、アルキル、カ
ルバミン酸アリル、アルカリ、アルカリ土類金属、カルバミン酸アンモニウム、炭酸アン
モニウム塩、アルコール、アンモニア、水、海水、ブライン、酸性水、還元硫黄化合物、
有機含硫黄化合物および揮発性有機化合物（ＶＯＣ）からなる群から選択される少なくと
も１つの物質を含む、
　請求項１７に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６３】
　本発明の範囲及び精神の範囲内で、様々な変更及び改良が可能であることは、当業者に
とって明らかである。本発明は、このような変更及び改良についても、添付の特許請求の
範囲及びその均等物の範囲に含まれるものと仮定して包含することを意図している。
（項目１）
　液体入口と、
　ガス入口と、
　ガス出口と、
　上記液体入口及び上記ガス入口と連通する複数のノズルのアレイを有するノズルプレー
トと、
　上記ノズルプレートと接続され、上記ノズルプレートから形成される、実質的に平面形
状のフラット液体ジェットの不安定性を低減する安定化ユニットと、
　を備える気液接触器装置。
（項目２）
　上記安定化ユニットは、上記複数のノズルのアレイのうちの少なくとも１つのノズルを
少なくとも部分的に囲む供給流路を有する項目１に記載の装置。
（項目３）
　上記供給流路は、上記少なくとも１つのノズルの入口の上方で、約１～２５ｍｍの範囲
の高さを有する項目２に記載の装置。
（項目４）
　上記安定化ユニットは、上記複数のノズルのアレイのうちの少なくとも１つのノズルに
、メッシュを有する項目１に記載の装置。
（項目５）
　上記メッシュは、均一な複数の開口部を有する項目４に記載の装置。
（項目６）
　上記複数の開口部は、それぞれ、約０．１～２ｍｍの範囲の長さ、及び約０．１～２ｍ
ｍの範囲の幅を有する項目５に記載の装置。
（項目７）
　上記安定化ユニットは、上記複数のノズルのアレイのうち少なくとも１つのノズルの入
口部分に配置される分流器ユニットを有し、上記分流器ユニットは、上記液体入口から流
出する液体のモーメントを変化させる項目１に記載の装置。
（項目８）
　上記分流器ユニットは、約３０～６０度の範囲の角度で設けられた羽根を有する項目７
に記載の装置。
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（項目９）
　上記複数のノズルのアレイは、少なくともノズルの第１列と、隣接するノズルの第２列
とを含み、上記ノズルの第１列と、上記ノズルの第２列とは、互いにオフセットとなる項
目１に記載の装置。
（項目１０）
　上記ノズルの第１列におけるノズル同士の間隔は、約０．５～１０ｍｍの範囲である項
目９に記載の装置。
（項目１１）
　気液接触器に使用されるノズルプレートであって、
　プレートと、
　上記プレートに形成された複数のノズルのアレイと、
　上記プレートに接続された安定化ユニットと、
　を備え、
　上記安定化ユニットは、上記ノズルプレートから形成されたフラット液体ジェットの不
安定性を低減するノズルプレート。
（項目１２）
　上記安定化ユニットは、上記複数のノズルのアレイのうちの少なくとも１つのノズルを
少なくとも部分的に囲む供給流路を有する項目１１に記載のノズルプレート。
（項目１３）
　上記供給流路は、蜂の巣形状に形成された要素が複数相互接続された構造を有する項目
１２に記載のノズルプレート。
（項目１４）
　上記安定化ユニットは、上記複数のノズルのアレイのうちの少なくとも１つのノズルに
、メッシュを有する項目１１に記載のノズルプレート。
（項目１５）
　上記メッシュは、グリッドパターンを有するように形成され、上記グリッドパターンの
グリッドはそれぞれ、約０．１～２ｍｍの範囲の開口領域を有する項目１４に記載のノズ
ルプレート。
（項目１６）
　上記安定化ユニットは、上記複数のノズルのアレイのうち少なくとも１つのノズルの入
口部分に配置される分流器ユニットを有る項目１１に記載のノズルプレート。
（項目１７）
　上記分流器ユニットは、約３０～６０度の範囲の角度で設けられた羽根を有する項目１
６に記載のノズルプレート。
（項目１８）
　上記ノズルプレートと接続された第１側面部と、
　上記ノズルプレートと接続された第２側面部と、
　上記第１側面部及び上記第２側面部と接続され、囲いを形成する底面部とを更に備える
項目１１に記載のノズルプレート。
（項目１９）
　上記安定化ユニットは、
　上記複数のノズルのアレイのうちの少なくとも１つのノズルを少なくとも部分的に囲む
供給流路と、
　上記複数のノズルのアレイのうちの少なくとも１つのノズルに配置されるメッシュと、
　を有する項目１１に記載のノズルプレート。
（項目２０）
　気液接触器のノズルプレートから形成されるジェットの不安定性を低減するべく、エン
ハンサーを使用する方法であって、
　気液接触器から形成されるジェットの不安定性を低減するべく、エンハンサーを上記気
液接触器の流入ストリームに添加する段階と、
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　それぞれが液体の平面シートを含み、実質的に平行な複数の面に配置される、基本的に
平面形状の複数の液体ジェットを形成する段階と、
　少なくとも１つの反応性又は可溶性の気相分子を含むガスを供給する段階と、
　上記気相分子と上記複数の液体ジェットとの間の物質移動相互作用によって、上記気相
分子を少なくとも一部を除去する段階と、
　を備える方法。
（項目２１）
　上記エンハンサーは、上記複数の液体ジェットの、粘度、表面張力及び密度のうちの少
なくとも１つを増加又は低下させる項目２０に記載の方法。
（項目２２）
　上記エンハンサーは、分子量が約１千６百万から約１千８百万の範囲の、部分的に加水
分解された直鎖高分子ポリアクリルアミドを含むポリマーを含有する水溶液を含む項目２
０に記載の方法。
（項目２３）
　上記エンハンサーは、約１～１００質量％（ｗ／ｗ）の範囲の濃度のグリコール水溶液
を含む項目２０に記載の方法。
（項目２４）
　上記エンハンサーは、塩基性の過酸化水素溶液、グリセロール溶液、エチレングリコー
ル溶液、ポリビニルアルコール溶液、キサンタンガム溶液、セルロースエーテル溶液、ポ
リプロピレングリコール溶液及びポリオキシアルキレン・アルキルエーテル溶液のうちの
少なくとも１つを含む項目２０に記載の方法。
（項目２５）
　気液接触器を使用して気相分子を処理する方法であって、
　複数のノズルのアレイからの滴の分布を含む、不安定な複数の液体ジェットを形成する
段階と、
　少なくとも１つの反応性又は可溶性の気相分子を含むガスを供給する段階と、
　上記気相分子と上記滴の分布との間の物質移動相互作用によって、上記気相分子を少な
くとも一部を除去する段階と、
　を備える方法。
（項目２６）
　上記滴の分布は、約５０μｍ～２ｍｍの範囲の大きさを有する複数の液滴を含む項目２
５に記載の方法。
（項目２７）
　上記滴の分布は、実質的に均一な滴の分布を含む項目２５に記載の方法。
（項目２８）
　上記不安定な複数の液体ジェットを形成する段階は、約１３～７５ｐｓｉのプレナム圧
で動作することを含む項目２５に記載の方法。
（項目２９）
　上記不安定な複数の液体ジェットのうちの少なくとも１つは、１５ｍ／秒よりも大きい
速度を有する項目２５に記載の方法。
（項目３０）
　上記気相分子は、硫黄酸化物、窒素酸化物、二酸化炭素、アンモニア、酸性ガス、アミ
ン、ハロゲン、還元硫黄化合物、及び酸素のうちの少なくとも１つを含む項目２５に記載
の方法。
（項目３１）
　上記気相分子は、硫黄酸化物を含む項目２５に記載の方法。
（項目３２）
　上記気相分子は、二酸化炭素を含む項目２５に記載の方法。
（項目３３）
　上記気相分子は、窒素酸化物を含む項目２５に記載の方法。
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（項目３４）
　上記気相分子は、アミンを含む項目２５に記載の方法。
（項目３５）
　上記気相分子は、塩素を含む項目２５に記載の方法。
（項目３６）
　上記滴の分布は、水、アンモニア、アンモニア塩、アミン、アルカノールアミン、アル
カリ塩、アルカリ土類塩、過酸化物及び次亜塩素酸塩のうちの少なくとも１つを含む項目
２５に記載の方法。
（項目３７）
　上記複数の液体ジェットの表面張力を低下させるべくエンハンサーを添加する段階を更
に備える項目２５に記載の方法。
（項目３８）
　上記複数の液体ジェットの密度を増加させるべくエンハンサーを添加する段階を更に備
える項目２５に記載の方法。
（項目３９）
　上記滴の分布は、水性スラリーを含む項目２５に記載の方法。
（項目４０）
　上記水性スラリーは、固形物及び水を、水溶液中に含む項目３９に記載の方法。
（項目４１）
　上記水性スラリーは、約１～２０質量％（ｗ／ｗ）の範囲で固体を含む項目３９に記載
の方法。
（項目４２）
　上記水性スラリーは、複数の粒子を含み、上記複数の粒子は、約５００ミクロン未満の
粒径を有する項目３９に記載の方法。
（項目４３）
　気液接触器を使用して気相分子を処理する方法であって、
　それぞれが液体の平面シートを含み、実質的に平行な複数の面に配置される基本的に平
面形状の複数の液体ジェットを、水性スラリーで形成する段階と、
　反応性気相分子又は可溶性気相分子を含むガスを供給する段階と、
　上記気相分子と上記複数の液体ジェットとの間の物質移動相互作用によって、上記気相
分子を少なくとも一部を除去する段階と、
　を備える方法。
（項目４４）
　上記平面形状の複数の液体ジェットのアレイにおける少なくとも１つの液体ジェットが
、約１０～１０００μｍの範囲の厚さを有する項目４３に記載の方法。
（項目４５）
　上記平面形状の複数の液体ジェットのアレイにおける少なくとも１つの液体ジェットが
、約１０～２５０μｍの範囲の厚さを有する項目４３に記載の方法。
（項目４６）
　上記平面形状の複数の液体ジェットのアレイにおける少なくとも１つの液体ジェットが
、約５～３０ｃｍの範囲の長さを有する項目４３に記載の方法。
（項目４７）
　上記平面形状の複数の液体ジェットのアレイにおける少なくとも１つの液体ジェットが
、約５～２０ｃｍの範囲の長さを有する項目４３に記載の方法。
（項目４８）
　上記平面形状の複数の液体ジェットのアレイにおける少なくとも１つの液体ジェットが
、１５ｍ／秒未満の速度を有する項目４３に記載の方法。
（項目４９）
　上記平面形状の複数の液体ジェットのアレイにおける少なくとも１つの液体ジェットが
、約５～１０ｍ／秒の範囲の速度を有する項目４３に記載の方法。
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（項目５０）
　上記水性スラリーは、約５００ミクロン未満の大きさを有する複数の粒子を含む項目４
３に記載の方法。
（項目５１）
　上記水性スラリーは、約３００ミクロン未満の大きさを有する複数の粒子を含む項目４
３に記載の方法。
（項目５２）
　上記水性スラリーは、約８０ミクロン未満の大きさを有する複数の粒子を含む項目４３
に記載の方法。
（項目５３）
　上記水性スラリーは、約０．２～３０重量％（ｗ／ｗ）の範囲の固形物濃度を有する項
目４３に記載の方法。
（項目５４）
　上記水性スラリーは、約１０～２５質量％（ｗ／ｗ）の範囲の固形物濃度を有する項目
４３に記載の方法。
（項目５５）
　上記気相分子は、硫黄酸化物、窒素酸化物、二酸化炭素、アンモニア、酸性ガス、アミ
ン、ハロゲン及び酸素のうちの少なくとも１つを含む項目４３に記載の方法。
（項目５６）
　上記水性スラリーは、アンモニア塩、アミン、アルカノールアミン、アルカリ塩、アル
カリ土類塩、過酸化物及び次亜塩素酸塩のうちの少なくとも１つを含む項目４３に記載の
方法。
（項目５７）
　水溶液は、Ｃａ（ＯＨ）２及びＭｇ（ＯＨ）２のうちの少なくとも１つを含む項目４３
に記載の方法。
（項目５８）
　水溶液は、フライアッシュを含む項目４３に記載の方法。
（項目５９）
　上記水性スラリーは、固形物及び水を含む項目４３に記載の方法。
（項目６０）
　上記固形物は、アルカリ性物質を含む項目５９に記載の方法。
（項目６１）
　上記アルカリ性物質は、ケイ酸塩を含む項目６０に記載の方法。
（項目６２）
　上記ケイ酸塩は、ケイ酸カルシウム／ケイ酸マグネシウムを含む項目６１に記載の方法
。
（項目６３）
　上記ケイ酸カルシウム／ケイ酸マグネシウムは、かんらん石材、珪灰石材及び蛇紋石材
のうちの少なくとも１つを含む項目６２に記載の方法。
（項目６４）
　上記アルカリ性物質は、産業廃棄物アルカリ物質を含む項目６０に記載の方法。
（項目６５）
　上記産業廃棄物アルカリ物質は、製鋼スラグ、セメント窯ダスト及びフライアッシュの
うちの少なくとも１つを含む項目６４に記載の方法。
（項目６６）
　上記固形物は、約１～２０質量％（ｗ／ｗ）濃度である項目６０に記載の方法。
（項目６７）
　装置を使用して、少なくとも２つの流体を分離する方法であって、
　上記少なくとも２つの流体のうちの少なくとも１つの流体を、当該流体の蒸気分圧にま
で加熱する段階と、
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　上記少なくとも２つの流体を使用して、基本的に平面形状の複数の液体ジェット形成す
ることにより、上記少なくとも２つの流体のうちの上記少なくとも１つの流体を、少なく
とも一部取り除く段階と、
　を備え、
　上記複数の液体ジェットは、それぞれ、実質的に液体の平面シートを含み、実質的に平
行な複数の面に配置される方法。
（項目６８）
　アレイにおける上記平面形状の複数の液体ジェットのうちの少なくとも１つが、約１０
～１０００μｍの範囲の厚さを有する項目６７に記載の方法。
（項目６９）
　アレイにおける上記平面形状の複数の液体ジェットのうちの少なくとも１つが、約１０
～２５０μｍの範囲の厚さを有する項目６７に記載の方法。
（項目７０）
　アレイにおける上記平面形状の複数の液体ジェットの少なくとも１つが、約５～３０ｃ
ｍの範囲の長さを有する項目６７に記載の方法。
（項目７１）
　アレイにおける上記平面形状の複数の液体ジェットの少なくとも１つが、約５～２０ｃ
ｍの範囲の長さを有する項目６７に記載の方法。
（項目７２）
　アレイにおける上記平面形状の複数の液体ジェットの少なくとも１つが、１５ｍ／秒未
満の速度を有する項目６７に記載の方法。
（項目７３）
　アレイにおける上記平面形状の複数の液体ジェットの少なくとも１つが、約５～１０ｍ
／秒の範囲の速度を有する項目６７に記載の方法。
（項目７４）
　上記少なくとも２つの流体は、カルバミン酸及び水性カルバミン酸を含む項目６７に記
載の方法。
（項目７５）
　上記少なくとも２つの流体は、炭酸塩及び水性炭酸塩を含む項目６７に記載の方法。
（項目７６）
　上記少なくとも２つの流体のうちの少なくとも１つの流体は、陽イオン、アルキル、カ
ルバミン酸アリル、アルカリ、アルカリ土類金属、カルバミン酸アンモニウム、炭酸アン
モニウム塩、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される物質を含む項目６７に記
載の方法。
（項目７７）
　上記少なくとも２つの流体のうちの少なくとも１つの流体は、アルコール、アンモニア
、水、海水、ブライン、酸性水、還元硫黄化合物、有機含硫黄化合物、揮発性有機化合物
（ＶＯＣ）、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される物質を含む項目６７に記
載の方法。


	header
	written-amendment

